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1. 研究概要 
野球人気低迷が問題視されている現代の野球界において、パ・リーグは 90年代から

全体での観客動員数を飛躍的に増加させることに成功した。かつては、「人気のセ、実

力のパ」と揶揄されていたパ・リーグの各球団は、各々の球団の観客動員数を増加させ

るためにどのような取り組みを行ったのか。また、これからの日本での野球人気の底上

げを図るためには、NPB(日本プロ野球機構)がパ・リーグの球団の何を見習うべきなの
かということを、企業戦略の面から考察していく。 
 
 
2. 仮説 

(1)  地方に本拠地を移転することで、どのような影響があったのか。 
(2)  Jリーグの地域密着型チーム経営から学んだことがあるのではないか。 
(3) 巨人以外の試合を TV で観戦する機会が増えることにより、地方の巨人ファン
が地元のチームに対して特別な感情を抱くようになったのではないか。 

☆(4)シーズン勝利数と観客動員数には、何らかの関係性があるのではないか。 
(5) 選手とファンの距離感を縮めるようなファンサービスの多様化は、どのような
効果をもたらしたのか。 

☆(6)監督のキャラクター性と観客動員数の関係性について。 
☆(7)初めて本拠地移転を成功させ常勝軍団としてパ・リーグの巨人という地位を確

立した西武ライオンズが、パ・リーグの礎を築いたことによりパ・リーグのファ

ンが増加し、また観客動員数も増えたのではないか。 
(8)2010年～2013年にかけて観客動員数が下降の一途を辿る中で、2004年～2012
年の間に球団収入を 3 倍にまで増大させることに成功した千葉ロッテマリーン
ズは、何か特別な経営努力を行ったのではないか。 

  	 (9)2013年度、観客動員数 12球団中トップの伸び率を記録した横浜 DeNAベイス
ターズが行った取り組みには、パ・リーグのものを参考にした点があるのでは

ないか。 
 



3. 研究方法 
書籍からの引用を中心に行う。その他のデータなどは、NPB(日本プロ野球機構)

の公式データサイトから引用する。また、PLM(Pacific League Marketing )のデー
タも活用する。 

 
 
4. 先学期までの成果  
	 パ・リーグの各球団が行った地方への本拠地移転に関する経緯と結果、またファンと

の距離を縮めるファンサービスの多様化についての考察は十分に行うことができた。ま

た、2013 年のプロ野球で行われた取り組みについての考察ができたことも、大きな成
果だった。 
 
 
5. 今期の目標 
	 今学期は、パ・リーグが経営方針を大きく変えた経緯や歴史について重点的に考察す

る。パ・リーグ各球団の歴史を調べることで、経営方針の源流を見つけ出し、来学期に

行う予定である 2014年のシーズンの各球団の取り組みの考察に繋げていきたい。 
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